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大
地
は
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が
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テ
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マ
は
「
み
ん
な
の
痕
跡
を
作
る
」
。
作
品
は
、
粘
士
板
に
．
水
・
空
気
・
W
禽
．
荻
地
壌

の
自
然
を
創
造
紗
る
四
要
素
の
中
か
、
皇
蕩
灘
藪
盗
選
び
、
そ
れ
に
沿
麹
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壁
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③
還
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炬
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勿
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痕
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ど
賜
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残
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梱
ま
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介
護
保
険
は
『
老
後
の
安
心

を
み
ん
な
で
支
え
る
』
し
く
み

と
し
て
、
平
成
1
2
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
が
適

当
か
ど
う
か
な
ど
、
三
年
ご
と

に
介
護
保
険
事
業
計
画
の
見
直

し
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
事
業
計
画
策
定
委
員
会
を

中
心
に
平
成
1
5
年
度
か
ら
の
見

直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
制
度
開
始
か
ら
の
状
況
と
今

後
の
見
直
し
の
概
要
を
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。

今までの状況

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
利
用
者
数
は

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
に
は
、
要
介
護
認
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
．
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

毎
年
約
一
割
ず
つ
増
加
し
て
お

り
、
要
介
護
3
～
5
の
重
度
の

認
定
者
が
大
き
く
増
え
て
い
ま

ず
（
表
1
）
。
な
お
、
認
定
率
（
6
5

歳
以
上
の
う
ち
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
の
割
合
）
は
現

在
約
1
3
％
で
、
8
人
に
1
人
が
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
．

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
利
用
状
況
は

　
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
を
見

て
み
ま
す
と
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・

施
設
サ
ー
ビ
ス
と
も
増
え
て
い

ま
す
（
表
2
）
。
特
に
施
設
サ
ー

ビ
ス
は
、
ほ
く
ほ
く
の
里
が
開

所
し
た
こ
と
も
あ
り
2
倍
程
度

に
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
給
付
額
（
サ
ー
ビ
ス

費
用
額
の
9
割
相
当
分
）
に
つ

い
て
は
、
1
2
年
度
は
約
1
億
5

5
0
0
万
円
、
1
4
年
度
見
込
み

は
2
億
8
2
0
0
万
円
と
着
実

に
増
加
し
て
お
り
（
表
3
）
、
利

用
者
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
約
1
7
0
万
円
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
．

サービスの利用状況（人数）表2
　
　
む

人
2
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　　　　表1　要介護者の状況
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　　　　　　　　　表4　要介護者の見込み
（人）

1，580人　　　　　1，580人　　　　　1，579人
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後期高齢者
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覗6π
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前期高齢者

221 228 234 要介護者

平成15年度　　　　平成16年度　　　　平成17年度

　
　
　
高
齢

　
　
今
ま
で

　
　
見
込
み

　
　
　
高
齢

　
　
横
ば
い

　
　
期
高
齢

　
　
護
者
数

　
　
4
）
．

　
　
　
サ
ー

　
　
加
に
よ

　
　
と
も
に

　
　
設
サ
ー

　
　
数
の
増

み
慮
し
て

込見の後今

ビ
ス
の
利
用
者
数
は
要
介
護
者
数
の
増

り
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
サ
ー
ビ
ス

増
え
る
見
込
み
で
す
（
表
5
、
6
）
．
施

ビ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
重
度
認
定
者

加
及
び
近
隣
市
町
村
の
整
備
予
定
を
考

見
込
ん
で
い
ま
す
。

化
の
進
展
に
よ
る
認
定
者
数
の
増
加
や

の
利
用
実
績
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
量
を

ま
し
た
。

者
人
口
に
つ
い
て
は
、
今
後
3
年
間
は

で
推
移
す
る
も
の
の
、
7
5
歳
以
上
の
後

者
の
割
合
が
増
え
て
い
く
た
め
、
要
介

は
今
後
も
増
え
て
い
く
見
込
み
で
す
（
表

（干円）
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表6　サービスの利用見込み（給付額）
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表5　サービスの利用見込み（人数）

在宅一ビス

58　紙おむつ給付

平成15年度　　　　平成16年度　　　　平成17年度

施設一ビス

65歳以上の方の保険料は

今後のサービス量の見込みをたてると、それに必要な保険料が決まります．基準額（第3段階）の保険料

は現在年額36，000円ですが、見直しの結果38，351円となります．しかし、松代町では平成13年度末時点で約

3千万円の介護給付費準備基金がありますので、その基金を一部取り崩すことにより現在と同額の保険料で

介護保険サービスがご利用いただけるよう計画作成を進めています．

なお、介護保険料につきましては、現在まで1件の未納もありません．今後とも適正な介護保険事業の運

営に向けて、皆さんのご理解とご協力をお願いします．

　　　　　　　　　　平成15年度からの保険料見込み
段　階 対象となる方 年　額

第1段階
・世帯全員が町民税非課税で本人が老齢福祉年金受給者

・生活保護受給者
18，000円

第2段階 世帯全員が町民税非課税者 27，000円

第3段階 本人が町民税非課税で世帯員に町民税課税者がいる人 36，000円

第4段階 本人が町民税課税で合計所得金額が200万円未満の人 45，000円

第5段階 本人が町民税課税で合計所得金額が200万円以上の人 54，000円

※平成14年度までは合計所得金額250万円以上が第5段階でしたが、国の制度改正により、200万円以上が第

5段階になります。

3



わたしたちの町だから

知って・学んで・考えて…市町村合併

：：圏・ ・麗：刷④

　
合
併
し
た
ら
、
公
共
料
金
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
の

か
？
　
基
本
的
に
は
、
合
併
に
よ
り

行
政
能
力
を
高
め
、
『
サ
ー
ビ

ス
は
高
い
水
準
へ
、
負
担
は
低

い
水
準
に
』
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
、
各
市
町
村
間
で

検
討
、
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め

に
む
や
み
に
公
共
料
金
を
引
き

下
げ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

さ
せ
た
り
す
る
と
、
財
政
負
担

が
増
大
す
る
と
い
う
難
し
い
問

題
も
あ
り
ま
す
。
私
達
の
地
域

の
将
来
に
展
望
が
持
て
る
よ
う

な
合
併
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
．

翔
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懸
。
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大
関
が

眈べ7＝みましよ5行政サーピス

（1）65歳以上の人の保険料

　介護保険は、提供するサービスの程度や、介護が必要な高齢者の人数などに応じて、市町村ごとに

保険料が設定されています。

　なお、介護保険制度では市町村の事業計画を三年に一度見直すこととなっており、財政事情に応じ

て保険料も見直されます．次回は平成15年度分からとなります．介護保険料は、市町村のサービスの

水準を反映しているため、サービスが拡充していけば、保険料も引き上げられることになります．

平成12年4月～15年3月の保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年額は端数調整しています）

松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町

法定給付分　① 2，800円 2，561円 2，643円 2，405円 2，571円 2，750円

市町村特別給付分② 200円 239円 92円 179円 0円 200円
計　　　（①＋②） 3，000円 2，800円 2，735円 2，584円 2，571円

年　　　　　　額 36，000円 33，600円 32，800円 31，000円 30，900円 35，400円
備　考　（②の内容） 紙おむつ給付 紙おむつ給付 短期入所上乗せ 短期入所上乗せ 紙おむつ給付

※①法定給付分とは、介護保険法で定められている給付（訪問介護、通所介護、介護老人福祉施設等への入所）

　で、全国共通で行われるものです。
②市町村特別給付分とは、第1号被保険者の保険料を財源として、市町村が独自で法定給付以外の給付（寝具

　乾燥サービスや移送サービス、紙おむつ給付等）を実施したり、在宅サービスを行ったり、独自の高い給付

　水準を設定して、サービスの提供を行うことです。

〈2）40歳～64歳の人の保険料

　40歳から64歳までの人の保険料は医療保険（国民健康保険税など）と併せて納めています．算定方

法については、各市町村の介護保険財政に応じて所得割、資産割、均等割、平等割の四項目で算定す

　ることができます．圏域市町村のうち川西町と中里村は医療分と同じ四項目、その他の市町村では所

得割と均等割の二項目で算定されています．

項　　　　　目 松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町
所得割 1．10％ 0．94％ 0．69％ 0．67％ 0．55％ 1．00％

資産割 一 ｝
6．00％

一
4．37％

一介護分
均等割 8，500円 8，800円 6，100円 7，950円 5，700円 9，000円

平均割 一 一 3，800円 一 3，500円 一

※町で算定するのは国民健康保険加入者分のみで、社会保険加入者分は国等で算定します．
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　水道・下水道事業は独立採算制です．合併後も健全な運営を維持するためには、最低料金に合わせる

ことができない場合があります．基本的には、合併時からの料金の統一を図ることが適当と考えられま

すが、急激な変化を緩和するため、数年間は旧市町村ごとにそのままの料金を維持し、その後できるだ

け早い時期に統一料金を目指すなどの調整方法を検討することも考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料＝平成12年度地方公営企業決算の状況

松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町

水
　
道

基　本　料　金 1，995円 1，585円 2，205円 945円 1，365円 2，415円

超　過　料　金 241円 208円 199円 45円 136円 241円
10㎡当り料金 2，040円 1，585円 2，205円 945円 1，365円 2，478円

下
水
道

一般家庭20㎡／月 3，670円 3，202円 3，480円 3，255円 3，045円 5，250円

使用料単価（円／㎡） 158円 187円 174円 248円 177円 274円
受益者負担金 260，000円 296，000円 400，000円 290，000円 280，000円 288，000円

※下水道使用料については、各市町村で基本料金算定方式が異なり単純に比較できないため、「地方公営企業決

　算の状況」より一般家庭20㎡／月の数値を掲載しています．

　各種検診については、県の健康診査実施要領に基づき実施されています．しかし、圏域内それぞれ対

象年齢や実施時期、個人負担金額等について差があり、基本健康診査の実施内容についても一部異なっ

ています。

松代町 十日町市 川西町 津南町 中里村 松之山町

基
本
健
康
診
査

対象年齢 30歳以上 16歳以上 16歳以上 16歳以上 30歳以上 全町民（学生除く）

実施時期 7月 6～9月 6～8月 4～6月 6月 6月

受診申込 事前申込 事前申込
事前申込及び

随時受付
事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

個人負担金 1，300円 1，300円
全部1，300円

循省略800円

全部1，200円

循省略500円
1，200円 1，400円

胃
が
ん
検
診

内　　容 集団検診（胃部X線間接撮影）

対象年齢 40歳以上 40歳以上 20歳以上 30歳以上 40歳以上 全町民（学生除く）

受診申込 事前申込 事前申込
事前申込及び

随時受付
事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

実施時期 7月 5～12月 6～11月 4～11月 4～10月 6月

個人負担金 1，000円 1，000円 900円 900円 1，100円 1，000円

肺
が
ん
検
診

内　　容 集団検診（胸部X線間接撮影及び喀疾細胞診）

対象年齢 40歳以上 40歳以上
40歳以上高危

　険群
16歳以上

高危険群と
希望者

全町民（学生除く）

受診申込 事前申込 事前申込
事前申込及び

随時受付
事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

実施時期 7月 6～9月 6～8月
集団4～6月
喀疾　10月 6月・10月

集団　6月
喀疾　5月

個人負担金 X線無料
喀疾800円

X線無料
喀疾700円 500円

X線無料
喀疾700円

X線無料
喀疾700円

X線200円
喀疾600円

内　　容 集団検診（便潜血検査）

対象年齢 40歳以上 40歳以上 30歳以上 40歳以上 40歳以上 全町民（学生除く）大
腸
が
ん
検

受診申込 事前申込 事前申込
事前申込及び

随時受付
事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

事前申込
当日も可

診
実施時期 5月 5～12月 10～11月 4～11月 4～10月 5月

個人負担金 500円 500円 500円 500円 500円 500円
※川西町の基本健康診査個人負担金については、検査の実施内容により負担額が異なっています．

※中里村では、胃・大腸がん検診を同日に実施しています。
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　地方公務員の給与についてぱ、国・県や他市町村をぱじめ地域で

均衡を図るよう定められていまず。今回、往民の皆さんに町の職員

の給与や定員管理状況についてお知らせします。

㈲一般行政職の級別職藁数の状況俸纐碑4月柵現鋤

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標準的な職務内容

主事 主事 主事 主査
主任

副参事

係長
主否

課長
参事
副参事

係長

課長
参事
課長

職員数 O人 8人 10人 7人 14人 14人 7人 O人 60人

構成比 0％ 13．3％ 16．7％ 11．7％ 23．3％ 23．3％ 11．ア％ 0％ 100％

参
考

1年前の構成比 0％ 16．1％ 14．5％ 9．7％ 22．6％ 24．2％ 12．9％ 0％ 100％

5年前の構成比 11．4％ 12．9％ 8．6％ ／7．1％ 28．6％ 14．3％ 了．1％ 0％ 100％

（注）1．松代町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

1講　舞総期聞短縮の状況

区　　　　分 合計 一般行政職 技能労務職 その他の職

14年度

職員数（A） 86人 60人 5人 21人

晋通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（B）
9人 7人 1人 1人

比率（B）／（A） 10．5％ 11．7％ 20．0％ 4．8％

13年度

職員数（A） 88人 62人 5人 21人

普通昇給期間（12～24月）を

短縮して昇給した職員数（B）
15人 11人 1人 3人

比率（B）／（A） 17．0％ 17．7％ 20．0％ 14．3％

鰺1　職鐵i蕃盤1の繍i況

区分 松代町 国

（13年度支給割合） （13年度支給割合）

期末手当　勤勉手当
勤期
勉末
手手
当当

12月期
6月期

3月期

1．45月分0．6月分
1．55月分　0．55月分

0．55月分　　月分
同　　じ

計 3．55月分　1．15月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置　有

（支給額） 自己都合　勧奨・定年

勤続20年 21．0月分　28．875月分

退 勤続25年 33，75月分　44．55月分 同　　じ
職 勤続35年 47．5月分　62．7　月分
手 最高限度額 60．0月分62．7月分
当 その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2～20％加算） 退職時特別昇給 原則1号給
退職時特別昇給 1～2号給 （勧奨退職の場合は1号給加算）

調整手当 平成14年4月1日現在支給該当者なし

特殊勤務 手当数 3件 13年度支給割合・支給金額

手 当 （防疫等作業手当・夜間看護手当・行旅病人等収容手当） O％　　　O円

支　　　給　　　総 額 6，940干円

時間外
13年度
職員1人当たり支給年額 94千円

勤務手当 支　　　給　　　総 額 10，206千円
12年度
職員1人当たり支給年額 138千円

（注）13年度の主な時間外は、参議院議員選挙、中山間地直接支払制度などです。

紛太件費の状況耀普遍塵群漢算）

区分
住民基本台帳人ロ

　（年度末）
歳出額A 実質収支 人件費B

人件比率

（B／A）

　（参考）

12年度の人件費率

13年度
平成14．3．31

4，278人

3，709，010

　　干円

124，343

　干円
653，044

　干円
17．6％ 14．9％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

働職藁給難の緩溌鰹慧還難灘番簾灘

区分
職員数

A

給　　　　　与　　　　　費 一人当たり給与費

（B／A）
給　　料 職員手当 期末動勉手当 計　　B

14年度 78人 314，775干円 42，198干円 135，528干円 492，501千円 6，314干円

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。

　　2．給与費は当初予算に計上された額です。

儲1職員の藥麹総麟欝額騒i響離欝難齢の撚i溌欝痴纏躾羅莚圏灘麹

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

松代町 340，617円 369，982円 44．0歳 246，860円 258，000円 40．7歳

新潟県 365，953円 42．7歳 339，900円 45．4歳

㈱職藁醗覇錘給の醗競鐸棚蘇嚢翻鯛灘匿藝

区　　分

松　代　町 国

決定初任給
採用2年経過日

　給料額
決定初任給

採用2年経過日

　給料額

一般行政職
大学卒 174，400円 188，900円 同　じ 同　じ

高校卒 141，900円 151，800円 同　じ 同　じ

技能労務職 高校卒 139，000円 148，700円 同　じ 同　じ

㈱織簾の経麟灘灘麟翻礫欝雛難，翻簸顯難灘織縫翻鱒灘1

区　　分
経験年数10年以上

　15年未満
経験年数15年以上

　20年未満
経験年数20年以上

　25年未満

大学卒 243，200円 353，800円 円
一般行政職

高校卒 234，188円 298，967円 円

※技能労務職は、全項目該当者なし
（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合

　は、採用後の年数をいいます。空欄は、該当者がいないためです。
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㈱薙鐵趣鐵騰麺の数値目標及馨状滉
①定員適正化目標（数・率）

　定員適正化計画は平成／2年度より平成16年までの5ケ年の計画であり本年

　度は3年目にあたります。計画では、町財政ひっ迫の折りから一般行政職員

　を5年間で2人（一般行政職員の3％）を削減する計画となっています。な

　お特別行政職員（教育委員会）と公営企業等職員（水道、下水道、国保、老

　健）は現状を維持することにしていますが、特別行政職員（教育委員会）は

　県からの派遣職員（社会教育主事）の県への復帰により社会教育係職員の補

　充が必要となりました。

②　定員適正化手法の概要

　OA化の推進、及び民間委託等を積極的に推進し、人ロ動態を考慮しなが

　ら行政需要に応じ、定員管理をおこなっています。

③　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（平成14年4月1日現在）

区
分

平成11年

計画前年

平成12年

1年目

平成13年

2年目

平成14年

3年目

平成15年

4年目

平成16年

5年目

12年～1碑

　計

（参考）

数値目標

一
般
行
政

減員 3 3
増員

差引 △3 △3 △2

職員数 69 69 66 63 （％） 67

特
別
行
政

減員

増員 1
差引 1
職員数 12 12 12 13 （％） 12

公
営
企
業
等
会
計

減員

増員 2
差引 2
職員数 9 9 11 11 （％） 9

計

減員 3
増員 2
差引 △1 △2

職員数 90 90 89 87 （％） 88

㈱轍構綱撫i雛磯犠繍藁鱒灘緯瞭捲数麗，鰯象…畷徹鵜

㈱職種鑓繍藁数礁繍構難趨掴耀鍛

一般行政職 60人

特　別　職 4人 町長、助役、収入役、教育長

税　務　職 4人

栄　養　士 1人

保　健　師 3人

企　業　職 3人

福　祉　職 10人

技能労務職 5人

計 90人

£。。◎。㈱㎜㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱9瞼㈱㈱鹸㈱㈱㎜創囎㈱“ゆ窃ゆ㈱㈱㈱窃ゆ㈱窃ゆ㈱㈱㈱㈱驚

竃　　　　　　一　　　　　　　　　塞
1　町職翼の異動のお知廣慧　　1
塞　　　　　　　　　　　　　　　　塞
塞　　　　　　　　　　　　　　　　塞
竃　　　　　　　　　　　　　　　　竃
塞　　　　　　　　　　　　　　　　竃110月1日付け　　　　　　　　　　　　　　　l
l　（移動前）教育委員会：柳　高浩　　　　　　　　　l

l　（移動後）企画振興課地域振興係　　　　　　　　　l

l11月1日付け　　　　　　　l
l　（移動前）住民課社会福祉係：鈴木幸香　　　　　　1

竃　　　　　　　　　　　　　　　　塞竃　（移動後）総務課行政係　　　　　　　　　　　　　塞
臨①。。⑩αゆ。⑩αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ謡

区分 松代町 国の制度との異同 国の制度と異なる内容

扶 ・配偶者　　　　　　　16，000円

養
手
…

・その他2人目まで　　　6，000円

・3人目以降　　　　　　3，000円
同

当 16～22歳の子供　　1人5，000円加算

（借家）

住 ・月額12，000円以上の家賃を支払っている

居
手
…

　職員に対し最高27，000円まで支給

（自宅）
同

当 ・世帯主である場合1，000円、ただし住宅

を新築購入した場合は5年間2，500円

通 （交通機関利用者）
’
勤
手
…

・運賃等相当額。50，000円まで支給

（自動車等利用者）
同

当 ・2km以上通勤距離に応じ20，900円まで支給

⑨特別職の報酬等の斌況（構麟鮒臼現鶴

区
／一＼

刀 給　　料　　月　　額　　等

町　長 713，000円

給　　料
助　役
収入役

559，000円

525，000円

教育長 520，000円

議　長 242，000円

報　　酬 副議長 180，000円
…主　　　ロ
己我　貝 160，000円

町　長
助　役
収入役
教育長

（14年度支給割合）

6月期　　　　　　　　　　　　　　1．45月分
12月期　　　　　　　　　　　　　　1．55月分

3月期　　　　　　　　　　　　　　0．55月分
　計　　　　　　　　　　　　　　　　3．55月分

期末手当
（14年度支給割合）

議　長 6月期　　　　　　　　　　　　　1．45月分
副議長 12月期　　　　　　　　　　　　　　1．55月分
…主　　　ロ
己我　貝 3月期　　　　　　　　　　　　　　0．55月分

計　　　　　　　　　　　　　　　　3．55月分

㈹都闇鶏職員数の駁況薮霊な増減理曲

　　　　　　　　　　　（各年4月1日現在）
　　　年度

区分

職員数 対前年増減数 主な増減理由（平成1

4年4月1日現在）平12 平13 平14 平12 平13 平14

一
般
・

……主　　　△
百我　　Z＝ 2 2 2
総務 20 20 19 1 △1

・総合開発会社派遣職員引揚
による減

税務 5 4 4 △4

民　生 49 16 16
　O
（　2）

（△2）

△3
（　2）

（△5）

行
政
部
門

衛生 4 4 4
労働 △1

農林 10 11 10 1 △1
・農林士木事業完了等による
減

商工 3 3 3
士木 6 6 5 △1 ・建設士木事業完了等による

減

小　計 69 66 63 △3 △3

特
別
行
政
部
門

教育 12 12 13 1
・県派遣職員社会教育主事の県復

帰による職員増（教育長含む）

小　計 12 12 13 1
公
営
企
業
等
部
門

水道 3 3 3
下水道 4 4 4
その他 2 4 4 2
小　計 9 11 11 2
合　　計 90 89 87 △1 △2
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2
4
）
が

10

月
5
日
、
6
日
の
2
日
間
に

渡
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
大
会
に
は
4
8
チ
ー
ム

が
参
加
．
結
果
は
、
柏
崎
市
か

ら
参
加
の
特
攻
野
郎
B
チ
ー
ム

（
初
参
加
）
が
、
過
去
三
番
目

と
な
る
1
8
3
周
で
本
年
度
の

最
多
周
回
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
チ
ー
ム
m
人
の
リ
レ
ー
で

24
時
間
走
り
ぬ
く
こ
の
競
技
。

正
午
の
ゴ
ー
ル
に
は
何
も
の
に

も
か
え
が
た
い
満
足
感
が
全
身

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
．

難

癬
醗
　
躍

　
麟

羅
罵　肋

購淵
摺第12回「24時間耐久リレーマラソン」成績表

最多周回チームの

”特攻野郎Bチーム”のリレー

　　　難礁垂、

●●●●●●●●●0表彰走●●●●●●●●●0

萎

轟

轟
．
・

順覆 磁 鎌　一　鐵　壌 藩　嚢 周㈱ 鰻離

1 48 特攻野郎Bチーム （柏崎市） 183 389．89km

2 7 東芝柏崎 （柏崎市） 173 368．69km

3 2 激走会 （柏崎市） 169 360．57km

4 15 河村ランニングクラブ （新潟市） 168 358．94km

5 22 十日町地域消防署 （十日町市） 163 347．69km

6 23 湯・WelS （十日町市） 160 342．40km

7 25 ドルフィンズ （塩沢町） 154 329．52km

8 11 気合・根性・体力 （松代町） 148 317．04km

9 13 坂戸山口・マンの会 （六日町） 144 306．82km
10 8 過激クラブ柏崎刈羽 （柏崎市） 142 303．86km
11 31 TOSYSランナーズ （新潟市） 141 300、53km
12 3 激走会Part2 （柏崎市） 139 296．67km
13 34 新潟土木（ガッツだぜ！） （新潟市） 137 292．91km
14 17 富士通フロンテック （新潟市） 136 289．68km
15 21 O　h！ファイト奴奈川 （松代町） 等35 289。25km
16 38 酒RUN24 （妙高村） 134 287．52km
17 16 内野走ろう会 （新潟市） 130 277．50km
18 37 ランニングスピリッツ妙高 （妙高村） 129 276．87km
19 36 県職中魚沼走友会 （十日町市） 129 276．47km
20 10 頚城走遊会 （頚城村） 128 273．84km
21 4 加茂市役所 （加茂市） 127 272．01km
22 30 I　RON－BUTT （松代町） 127 270．81km
23 33 才レも頑張るから、お前も頑張れ （松代町） 126 270．38km
24 19 TEAMひとり娘 （巻　　町） 126 268．38km
25 5 ファーストクラス （小千谷市） 125 266．35km
26 12 トンペイサイクランナーズ通信 （静岡県） 124 266．22km
27 27 見附市役所 （見附市） 124 266．02km
28 18 2002“アップ三和” （三和村） 124 265．52km
29 29 新潟県土地改良連合会 （新潟市） 124 264．12km
30 43 T・Y・O （松代町） 123 263．89km
31 6 ブルボンAC （出雲崎町） 123 263．59km
32 42 S　T　O　P　T　H　E　土石流 （新潟市） 122 260．06km
33 40 ルーラル・ランナーズ （新潟市） 121 258．23km
34 32 東シス・レンゴー （新潟市） 118 251．64km
35 35 佐渡暴飲暴走連合 （新潟市） 116 248．28km
36 44 骨髄バンク＆マルクIS （村上市） 113 242．79km
37 41 ひとつ屋根の下 （村上市） 113 242．79km
38 24 青山MCC （柏崎市） 112 239．66km
39 28 新潟水球クラブ （柏崎市） 112 239．66km
40 46 チームy　p　aじお！ （新津市） 111 238．43km
41 20 VANGATA （松代町） ”1 237．93km
42 45 NTT上越　前えすすむ会 （上越市） 110 235．10km
43 39 渋海ベアーズ （松代町） 109 233．17km
44 9 TEAM町役場 （松代町） 109 233。07km
45 47 しあわせ爆走計画 （新津市） 107 229．71km
46 14 ごめんよ☆母さん （新潟市） 106 225．88km
47 49 こへび隊まつだいチーム （松代町） 100 214．70km
48 1 松代町商工会青年部 （松代町） 91 193．83k舶

8



一づスポーツー各種大会の結果一一』一一一・一一一一・一一・一一・一一一一一一一一一一一

灘

各
種
大
会
の
結
果

　
陸
上
競
技

〈
新
潟
県
高
校
選
抜
陸
上
大
会
〉

（
9
月
2
9
日
上
越
市
営
陸
上
競
技
場
）

◆
男
子
5
0
0
0
折

2
位
　
五
十
嵐
真
悟
（
安
塚
高
松
代
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
新
）

〈
郡
市
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競
争
大
会
〉

（
1
0
月
1
9
・
2
0
日
新
井
ー
新
潟
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
郡
市
出
場
）

16

位
東
頸
城
郡

出
場
選
手
（
松
代
高
校
及
び
松
代
出
身
者
）

　
安
塚
高
校
・
五
十
嵐
真
悟
（
第
一
区
区
問

　
賞
）
、
松
代
高
校
・
池
田
翔
、
石
塚
健
太

　
郎
、
南
雲
優
、
田
辺
邦
幸
、
渡
辺
俊
、
樋

　
口
誠
也

　
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル

〈
松
代
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

（
1
0
月
8
日
松
代
町
民
グ
ラ
ン
ド
）

1
位
　
蓬
平
チ
ー
ム

2
位
　
蒲
生
A
チ
ー
ム

3
位
　
菅
刈
B
チ
ー
ム

4
位
　
松
代
C
チ
ー
ム

スポーツ教室の結果から

　　松飛町灘るう禽
　松代町走ろう会では、10月13日に開

催された「あらいコシヒカリマラソン
（主催：新井市ほか）」に小学生から大

人までの11人が参加し、日頃の練習の

成果を披露しました．

◆中学生男子5kmの部

　5位　五十嵐太博
◆中学生女子3kmの部

　3位小嶋ちえみ
　7位　樋口友佳子
◆一般及び高校生女子5kmの部

　5位小嶋玲子
　走ろう会の活動に関する問い合わせ

は教育委員会までご連絡ください。

　幾

：灘1蓼

鎌璽

　　　　力走する小嶋ちえみ選手

灘灘灘灘灘灘灘灘灘灘灘灘灘MM灘灘灘獣灘獣猷灘灘灘猷灘灘灘灘灘猷灘灘灘灘灘灘灘灘灘獣灘灘灘灘M灘灘灘灘灘

　
松
代
町
消
防
団
（
市
川
嘉
吉
団
長
）
は

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
先
立
ち
、
町
内
の

小
学
校
児
童
に
「
防
火
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
．
こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
は
、
防
火
啓
発
の
一
環
と
し
て
全
日

本
消
防
人
共
済
会
が
地
域
の
消
防
団
体
を

通
じ
て
全
国
に
3
万
枚
配
布
し
て
い
る
も

の
で
、
平
成
1
1
年
か
ら
対
象
校
を
限
っ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
色
の
カ
バ
ー
地
に
「
ひ
ま
わ
り
し
て

い
る
か
」
の
語
呂
に
あ
わ
せ
ヒ
マ
ワ
リ
と

イ
ル
カ
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、
児
童

た
ち
も
防
火
へ
の
呼
び
か
け
の
一
役
を

担
っ
て
く
れ
ま
す
。

“
∀
、
、

業所から

しました
東
往

　
防
犯
や
交
通
安
全
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
1
0
月

22

日
に
東
北
電
力
㈱
十
日

町
営
業
所
中
條
一
所
長
か

ら
関
谷
町
長
に
目
録
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。
街
路
灯
は

水
銀
灯
三
灯
、
蛍
光
灯
二

灯
で
、
今
年
は
千
年
金
鉢

地
区
の
住
宅
団
地
周
辺
に

設
置
さ
れ
ま
す
．
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り

”
聡

　
　
琉
議
．

　
，
　
鐸

　
　
爾

　
　
0　

東
京
松
代
会
に
は
五
つ
の
趣
味

の
会
が
あ
り
ま
す
．
同
好
の
者
が

年
数
回
集
ま
っ
て
、
夫
々
の
趣
味

を
楽
し
み
故
郷
の
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
．
「
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
」

で
は
、
伊
沢
会
（
東
京
松
代
会
伊

沢
地
区
）
の
計
画
に
合
流
、
九
月

八
日
に
高
尾
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
．

　
夏
に
下
見
に
行
っ
た
江
ノ
島
と

猿
島
は
、
あ
ま
り
の
暑
さ
に
閉
口

し
計
画
を
中
止
し
ま
し
た
。

　
高
尾
山
は
奈
良
時
代
に
行
基
菩

薩
が
開
山
し
た
信
仰
の
山
で
す
が
、

都
民
や
近
県
の
人
達
に
は
自
然
に

親
し
め
る
と
こ
ろ
と
し
て
大
変
人

気
の
あ
る
山
で
す
．
標
高
5
9
9

㌶
、
周
辺
は
「
明
治
の
森
高
尾
国

定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

約
1
7
0
診
の
大
半
は
国
有
林
で

豊
か
な
森
林
が
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
．
動
植
物
の
種
類
も
豊
富
で
、

四
季
折
々
の
景
色
を
味
わ
え
、
年

間
の
登
山
者
数
は
推
定
で
2
5
0

高
尾
山
に
憩
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳

万
人
だ
そ
う
で
す
。

　
九
月
八
日
早
朝
は
、
生
憎
の
雨

で
し
た
が
京
王
線
高
尾
山
口
駅
集

合
の
刻
限
ま
で
に
は
徐
々
に
回
復
、

最
高
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
に
な
り

ま
し
た
。
雨
天
決
行
の
案
内
は
無

か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
欠
席
は
一
名

だ
け
で
三
十
六
名
が
参
加
。
殆
ど

の
人
た
ち
が
家
を
出
る
時
は
雨
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
驚
き
の

数
字
で
す
．

　
定
刻
、
主
催
者
代
表
と
し
て
柳

政
直
氏
に
、
東
京
松
代
会
を
代
表

し
て
若
井
幹
事
長
に
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
松
山
実
行
委
員
長
（
組
織

委
員
長
）
の
号
令
で
ハ
イ
キ
ン
グ

開
始
。
歩
い
て
登
る
人
二
十
名
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
利
用
す
る
人
十

六
名
に
分
か
れ
頂
上
へ
．
前
者
は

稲
荷
山
コ
ー
ス
を
選
び
、
ブ
ナ
や

楓
の
林
の
中
を
木
漏
れ
日
に
汗
し

な
が
ら
登
り
ま
し
た
．
平
均
年
齢

は
六
十
半
ば
を
過
ぎ
て
い
た
で
し
ょ

う
が
、
皆
子
供
の
頃
松
代
の
山
々

　
－
一
昌
　
甫

　
イ
　
　
由
甲

葛
飾
区
在
住

（
犬
伏
・
宮
ノ
脇
）

で
鍛
え
た
健
脚
者
．
も
う
す
ぐ
八

十
才
に
な
る
と
い
う
佐
藤
義
隆
さ

ん
は
、
足
取
り
も
軽
く
先
頭
に
た

ち
後
ろ
に
行
き
し
な
が
ら
休
憩
・

出
発
を
指
示
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
を
担
う
元
気
さ
で
し
た
．
後
者

は
山
上
駅
か
ら
薬
王
院
参
道
の
杉

の
巨
木
の
下
を
、
初
秋
の
爽
や
か

な
風
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
た
よ

う
で
す
．

　
十
一
時
半
過
ぎ
、
昼
食
場
所
の

「
も
み
じ
や
」
に
集
合
．
全
員
が
自

然
を
満
喫
し
同
郷
の
人
と
の
会
話

に
満
足
し
た
笑
顔
又
笑
顔
．
石
田

伊
沢
会
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
渇

い
た
喉
を
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
潤
し

な
が
ら
実
に
賑
や
か
な
昼
食
会
と

な
り
ま
し
た
．
食
事
を
終
え
た
後

記
念
写
真
を
撮
り
そ
の
場
で
解
散
．

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
三
々
五
々

下
山
し
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

東京だより

同
級
会
開
催
に

　
　
　
　
　
祝
酒
贈
呈

　
東
京
松
代
会
は
、
首
都
圏
に

在
住
す
る
松
代
町
出
身
者
の
会

で
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
松
代

町
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
設
立
し
、
現
在
約
千
名
の

会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
か
ら
首
都
圏
へ
出
て

お
ら
れ
る
皆
様
に
東
京
松
代
会

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
同
級
会

に
東
京
松
代
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
会
の
こ
と
を
広
く
お
知

り
頂
く
た
め
に
同
級
会
に
清
酒

二
本
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
主
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
．

連
絡
先

・
芝
峠
温
泉
レ
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

　
峰
支
配
人
　
菅
井
幹
雄
様

（
皿
0
2
5
5
9
－
7
3
9
3
9
）

・
東
京
松
代
会

　
　
　
　
幹
事
長
若
井
謙
一

（
皿
0
3
－
3
7
1
8
－
1
0
2
1
）

　
す
で
に
、
芝
峠
温
泉
で
開
催

さ
れ
た
松
代
中
学
校
第
九
、
第

十
期
、
奴
奈
川
中
学
校
第
二
十

八
期
、
山
平
中
学
校
第
三
十
期

同
級
会
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

關灘覇團圏■

級会の様子懸松代

東京松代会力ラオケ道場

舞シ眈▲σ
　　　塗蜘㊥せ

・
目
時
　
1
1
月
1
7
目
㈹
1
2
時
か
ら

・
会
費
　
4
千
円

・
場
所
　
ス
ナ
ッ
ク
凛
（
り
ん
）

練
馬
区
西
大
泉
3
1
3
0
1
1
2
コ
ア
西
大
泉
B
1

（
皿
0
3
－
3
8
6
7
9
7
6
7
）

・
申
込
み
　
カ
ラ
オ
ケ
道
場
会
長
　
佐
藤
繁
夫

（
皿
0
9
9
3
2
3
8
6
7
0
4
）
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松
代
の
自
然

コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ

〆1、

　
　
　
　
　
コ

覧鑑、

　
　
　
　
　
　
　
．
濃
灘

　
十
四
年
十
一
月
二
日
の
夕
方
、
私
の

住
む
福
島
集
落
の
中
の
県
道
工
事
を
さ

れ
て
い
る
人
達
が
仕
事
を
し
ま
う
時
刻

に
そ
ば
を
通
り
か
か
り
ま
し
た
ら
、
儀

明
の
町
会
議
員
を
さ
れ
て
い
る
「
ま
さ

え
ん
」
小
堺
正
利
さ
ん
が
胸
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
一
枚
の
カ
ラ
ー
写
真
を
出
し
て
見

せ
て
質
問
さ
れ
た
。
写
っ
て
い
る
の
は

ト
ン
ボ
で
ヒ
メ
ヒ
オ
ウ
ギ
ズ
イ
セ
ン
の

花
の
茎
に
止
ま
っ
て
い
る
場
面
で
す
。

そ
の
ト
ン
ボ
が
珍
し
い
の
で
何
？
と
い

う
の
か
、
と
の
問
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
私
も
何
度
か
見
て
知
っ
て

い
た
の
で
「
コ
シ
ア
キ
ト
ン
ボ
」
だ
と

答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

　
最
初
に
見
た
の
は
蒲
生
の
「
ど
ぶ
の

池
」
で
、
現
在
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
る

前
の
こ
と
で
す
．
池
に
張
り
出
し
た
ヨ

シ
の
枯
れ
た
茎
の
先
端
を
占
有
し
て
、

別
の
も
の
が
近
付
く
と
激
し
く
追
い
払

い
、
宙
天
ま
で
追
い
掛
け
て
き
て
、
ま

た
元
の
場
所
に
静
止
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
こ
と
の
繰
り
返
し
で
縄
張
り

意
識
の
強
い
個
性
の
持
ち
主
で
す
．
次

に
は
室
野
と
儀
明
の
間
に
あ
る
「
茶
屋

の
池
」
で
す
．
そ
こ
で
も
水
面
に
突
き

出
た
木
の
枯
れ
枝
を
占
拠
し
て
い
て
、

周
遊
し
て
く
る
オ
オ
ヤ
マ
ト
ン
ボ
や
ウ

チ
ワ
ヤ
ン
マ
の
よ
う
な
大
物
を
追
い
払

い
ま
す
．
ま
し
て
や
同
じ
仲
間
な
ど
は
、

た
ち
ど
こ
ろ
に
追
跡
し
て
追
っ
払
い
ま

す
．　
こ
の
ト
ン
ボ
は
シ
オ
ヤ
ト
ン
ボ
ぐ
ら

い
の
大
き
さ
で
全
身
が
黒
っ
ぽ
い
の
に

胴
体
の
真
ん
中
が
白
く
空
い
て
い
ま
す

の
で
「
腰
空
き
ト
ン
ボ
」
と
い
う
の
で

す
．
個
体
数
が
少
な
い
の
と
、
大
き
な

水
辺
を
好
む
の
で
、
あ
ま
り
人
目
に
は

当
た
ら
な
い
よ
う
で
す
．

　
同
じ
よ
う
な
環
境
を
好
む
青
黒
ず
ん

だ
も
の
に
オ
オ
シ
オ
カ
ラ
ト
ン
ボ
が
あ

り
ま
す
．

　
小
堺
さ
ん
は
家
の
タ
ネ
ェ
（
種
井
1
1

池
）
に
飛
来
し
た
の
を
望
遠
レ
ン
ズ
で

撮
影
し
た
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
な
い
ト
ン
ボ
な

の
で
、
こ
の
写
真
は
貴
重
な
一
枚
で
す
．

「
茶
屋
の
池
」
も
な
か
な
か
の
ト
ン
ボ

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
の
好
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で

す
よ
．

（
文
高
橋
八
十
八
、
写
真
小
堺
正
利
氏
）

騰翻醐欄耀㈱照隅照鵬隅駅醐掘醐臓駆服麟職醐醐襯瀾脳醐鞭醐脳醐禰掘醐照鰍臓鵬職醐醐襯糊鰍糊綴囎照麟醐媚醐照醐照囎綴梛翻愚囎撚鋤嫌鰍服賜囎輝醐耀励服瞬職醐繍棚糊照醐照麟職鱈醐購醐照麟照禰燗

　皆さんに親しみを持ってご利用いただくため、愛称を募

集していました各施設の愛称が決定しました。

　たくさんのご応募をいただきありがとうございました。

　訟備離島蜷屡燧建設辮

高齢者いきいきセンター（仮称）の愛称

『ゆうあいセンター』

　　　応募者＝石田幸子さん（苧島）

　灘鎌釜鉢馳鷹

住宅団地の愛称

『桑年昌塾｝・タウン』

　　　応募者＝萬羽吉蔵さん（会沢）

松代町定住促進賃貸住宅の愛称

rハイツちとせ』

　　　応募者＝柳ハルエさん（松代）
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劒体験1」
．．　　　　　　　9月下旬、犬伏の山本耕一さん
ぞ

霞鰯の思鼎響轟勅農本寸の窓・としての

ii聾，、．．、・蟻薩やて92、甲で敬φ甲酬町取μ　雪国農耕文化村センター

　松代駅南側に建設中の雪国農

耕文化村センターは、棚田と里

山の保全、交流、人口の拡大を

目的にした地域づくりの拠点と

して整備されます．農村と都市

の交流による松代町の地域づく

りは、松代の人々と外部の人々

が一緒になって盛り上げ活動し

ていけることを重視します．そ

して文化村センターの機能のひ

とつに農村の交流の窓口として

の役割があり、農村体験・貸し農

園・産直の案内を行う予定です．

そうです）大変．4時間かけてやっと1枚刈り終わり、次ははざかけ体

験．稲をしならせ高く飛ばす。といっても女の子のカでは上まで届きま

せん。ばらばらとたくさん大切な米粒を落としてしまいました。

　次の目は意欲も新たに再挑戦！　慣れとは素晴しいもので、2日目の

午後には2時間強で1枚刈り終わるほどに上達．初めての稲刈りは十分

たのしかった．それにもまして、休憩に食べた新米おにぎり、あけびや

焼き芋の味も忘れることができない。朝早く起きて体を動かし、ご飯が

おいしく頂ける生活なんて私たち学生にはたまらない幸せでした．

　これからも、さまざまな松代の暮らし体験をさせていただきたいので、

どうぞよろしくお願いします．　　　　　　　　　　　　（松本文子）

αゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ

連載

か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
再
発
見
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ざ
わ
つ
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
術
家
・
小
沢
剛
）

　
　
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
は
、
完
壁
な
形
だ
。
い
っ
さ
い
の
無

駄
が
な
く
、
誰
に
も
媚
び
て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
美
し
い
。

ひ噂

の
麹
。

伽
隊
．
囎

巾
び
・

噂
へ

伽噂

こ
　
　
耀
．

●

ふ
た
た
び
松
代
を
訪
れ
る

　
　
　
　
　
　
の
巻
（
前
編
）

　
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
…
松

代
だ
っ
た
．
ト
ン
ネ
ル
と
い
え

ば
、
松
代
を
前
回
訪
れ
て
以
来
、

僕
に
と
っ
て
は
か
ま
ぼ
こ
型
倉

庫
で
あ
る
．
ほ
く
ほ
く
線
の
開

通
ま
で
の
苦
節
に
満
ち
た
道
程

を
思
い
つ
つ
、
松
代
駅
に
再
び

降
り
立
っ
た
．
今
回
の
旅
の
目

的
は
、
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
に
つ

い
て
地
元
の
方
に
い
ろ
い
ろ
と

お
話
を
う
か
が
う
こ
と
に
あ
る
。

　
ど
う
し
て
こ
こ
松
代
に
、
か

ま
ぼ
こ
型
倉
庫
が
普
及
す
る
に

至
っ
た
か
、
そ
れ
は
こ
ん
な
感

じ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
ほ

く
ほ
く
線
の
開
通
ま
で
に
は
多

く
の
困
難
が
あ
っ
た
。
地
質
的

な
問
題
で
工
事
は
難
航
を
極
め
、

掘
削
途
中
の
ト
ン
ネ
ル
の
穴
を

補
強
す
る
た
め
に
使
用
し
た
の

が
、
ア
ー
チ
型
の
鉄
骨
だ
っ
た
。

こ
の
鉄
骨
が
何
を
隠
そ
う
か
ま

ぼ
こ
型
倉
庫
の
原
型
だ
．
中
屋

工
業
の
布
施
さ
ん
の
談
に
よ
る

と
、
廃
材
と
な
っ
た
こ
の
鉄
骨

が
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
、
ど
う

に
か
こ
れ
を
再
利
用
で
き
な
い

か
と
考
え
た
す
え
ひ
ら
め
い
た

の
が
、
か
ま
ぼ
こ
型
倉
庫
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
北
魚

沼
郡
の
鉄
工
所
で
も
ほ
ぼ
同
時

に
同
じ
こ
と
を
考
え
つ
い
た
よ

う
だ
。
製
品
化
に
し
た
の
は
彼

ら
で
あ
る
が
、
一
番
は
じ
め
に

作
っ
た
人
は
結
局
分
か
ら
な
か
っ

た
（
ど
な
た
か
知
り
ま
せ
ん
か
？
）
。

　
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、

近
県
の
ト
ン
ネ
ル
の
多
い
豪
雪

地
帯
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な

の
で
あ
る
．
と
こ
ろ
が
、
そ
こ

か
ら
何
万
キ
ロ
も
離
れ
た
と
こ

ろ
で
僕
は
ま
た
こ
の
倉
庫
に
出

会
う
こ
と
に
な
る
。
（
つ
づ
く
）

　
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
こ
こ
で
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
．

一
炭
馴

”
”

一聖■にの】国随…旺
■
■

暦
■

一
一
－

　
あ
れ
、
こ
れ
は
倉
庫
？
い

や
、
お
店
だ
ぞ
。
か
ま
ぼ
こ
型

の
酒
屋
、
こ
れ
は
良
い
ア
イ
デ
イ

ア
だ
。
こ
の
店
主
の
小
堺
繁
憲

さ
ん
に
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
雪
対
策
の
た
め
に
、

昭
和
5
8
年
に
建
て
た
物
で
す
。

当
時
ほ
く
ほ
く
線
の
最
難
工
事

と
い
わ
れ
た
鍋
立
ト
ン
ネ
ル
に

使
用
し
て
い
た
骨
材
を
利
用
し

て
建
て
ま
し
た
。
店
舗
へ
の
利

用
と
し
先
駆
け
た
せ
い
も
あ
り
、

近
く
の
町
か
ら
幾
人
か
の
建
築

家
が
視
察
に
訪
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
」
こ
れ
は
、
町
の
近

代
史
を
感
じ
さ
せ
る
貴
重
な
物

件
で
す
。
将
来
の
重
要
文
化
財

問
違
い
な
し
！
（
ほ
ん
と
か

な
？
）

σ一－▲

あ
な
た
の
近
く
の
お
も
し
ろ
い

か
ま
ぼ
こ
君
募
集
中
！

　
　
　
　
（
広
報
係
ま
で
）
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塗
軍
薩
研
が
纏
“
紬
涛
隷
傷
蓬
ハ
鶏
疑
難
一

鍍
》
矯
獄
健
灘
薦
嫌
総
豫
．
黍
桑

あ
《
麟
慶
“
轟
維
漣
ム
碁
屠
ザ
護

警
霧
凋
ふ
濾
該
～
減
壌
兼
婚

》
蓄
躍
籍
ヤ
ず
潔
偽
♪
顔
ゲ
艦
畷
簸
丁

’
姦
参
東
畑
ギ
汚
・
隊
．
鄭
旙
詠
訟

繭
置
蕪
錫
・
ゼ
吻
煮
館
拍
ゑ
》
琴
繍
肱

裏
赦
解
舞
勲
幸
拡
墓
穐
修
・
運
L
辱
奪

轟
・
鳥
腿
、
然
も
藩
野
穫
携
瓠
κ
纂
猟

害
若
巧
麗
壌
曽
墨
募
織
ε
、
篭
望
～
榔

篶
ゑ
為
ガ
杖
5
曳
薄
施
蕊
K
転
態

講
騨
曜
轟
ふ
属
黛
陣
養
鎖
玉
三
災

漫
曾
濁
為
ゑ
矯
鵜
溝

魂
疹
豊
・
爆
多
冨
麟
鷲
樹
鷺
鳶
轟
“

4縫
曳
べ
染
遂
、
撫
蝋
勲
騒
霧
熱
藁
、

蝦
姦
鄭
姦
・
義
毒
蚤
糎
鐡
準
蕪
拷
驚

繁
灘
織
建
驚
蓬
嚢
繊
撫
羅
難

　
　
　
　
窪
蒙
’
港
鰻
聡

〉
書
道
・
郡
展
賞

　
池
田
　
勝
則
さ
ん
（
田
野
倉
）

　
「
李
白
詩
」

　
　
マ
愈

、
繋

〉
彫
塑
・
工
芸
・
郡
展
賞

　
高
野
清
一
郎
さ
ん

　
　
　
（
松
代
小
教
頭
・
大
島
村
棚
岡
）

　
「
森
の
妖
精
（
一
輪
挿
し
）
」

第釧回粛頸城郡

纐胤『諮擾蔓

》
写
真
・
郡
展
賞

　
瀬
沼
　
伸
彦
さ
ん

　
「
父
子
」

（
松
代
）

　　　灘

灘
　　　．曜i
　翫♂陣『政
難糞、、

1窟

開催目嗣⑧漏報目鯉鞍圓

会　場1松代聴総螢体驚館

》
絵
画
・
奨
励
賞

　
宝
田
　
修
さ
ん
（
小
貫
）

　
「
畑
の
秋
」

、
肇
濠
翠
灘
灘
癒
繍
鎚
難
・
蕪
’

　
　
導
蟻
縫

＼
茎
～
）
幻
毫
難
－
灘

　
　
　
　
轟
蝉
　

　
　
　
、
・
講
繋
撒

窯　　わ峯，薫1

纏舗叢
！，欝健

！康搬ノ

　葛

～
縫ヤ　
ね

　
鞭
購
難
齢
鐙
蕪
懲
繋
、
、

　
　
　
　
講
、
、
趣

〉
書
道
・
奨
励
賞

　
小
堺
　
祐
香
さ
ん
（
儀
明
）

　
百
人
一
首
よ
り
「
雪
月
花
」

▲彫塑・工芸・奨励賞

　米持　義一さん（室野）

　「枕灯籠」

》
書
道
・
奨
励
賞

　
武
田
比
呂
美
さ
ん
（
太
平
）

　
「
衰
枚
詩
」

講

撒

》
彫
塑
・
工
芸
・
奨
励
賞

　
五
十
嵐
江
美
子
さ
ん
（
小
荒
戸
）

　
「
そ
ば
の
里
」

〉
写
真
・
審
査
員
特
別
賞

　
鈴
木
　
澄
子
さ
ん
（
松
代
）

　
「
お
か
5
さ
～
ん
」

無
鑑
査
作
品
に
つ
い
て
は
、

号
で
紹
介
し
ま
す
．

次
月

〉
写
真
・
奨
励
賞

　
関
谷
　
八
郎
さ
ん
（
松
代
）

　
「
神
火
」

〈
一
訂
正
と
お
詫
び
〉

　
7
月
号
の
1
6
ぺ
ー
ジ
第
2
0
回
郡
展
入

賞
作
品
の
本
文
の
う
ち
一
行
目
、
「
簾

落
ち
」
と
あ
る
の
は
「
聯
落
ち
」
の
誤
り

で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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臥
一
一 辱己　　　麟蜘馳i
　　　　　　　　　　　‘北越急行㈱では、平成15年度4月採　1

用の社員を募集します。

＜募集の概要＞

・募集職種、人員＝運転士　若干名

・応募資格＝

①昭和47年4月2日から昭和60年・

　4月1日までに生まれた人（た1
　だし、動力車操縦者運転免許保　1
　　　　　　　　　　　　‘　有者は昭和42年4月2目からと　毒
　　　　　　　　　　　　◎
　する）　　　　　　　　1
②高等学校卒業以上の学歴を有す1
　　　　　　　　　　　　‘　ること．（卒業見込みを含む）　毒
　　　　　　　　　　　　争③色覚は正常で視力は、各眼1．0以　1

　上であること（矯正視力を含む）1
　　　　　　　　　　　　‘・募集受付期間＝12月2目～　　　　　毒
　　　　　　　　　　　　争　　　　　12月27日まで　　　1
・採用日＝平成15年4月1日　　　　1
　　　　　　　　　　　　‘・その他＝応募方法・選考日程等詳　寺
　　　　　　　　　　　　◆　細については、北越急行㈱総務　1

　課までお問い合わせください。　1
　　　　　　　　　　　　‘　　　　（TEL　O25－770－2820）　　毒
　　　　　　　　　　　　全
　　　　　　　　　　　　◆

　旧儀明小学校グランドに春から

建設を進めていたふれあいセンター

「木楽館」がこのほど完成しました．

地域材を使用し、木のぬくもり

を感じる設計となっています。ま

た、1階部分はバリヤフリー構造
で高齢者にもやさしい施設です．

〈主な構造〉

木造2階建　延床面積…173．8m

1階…多目的室、調理室
2階…大広問

短
　
歌

こ
の
朝
は
と
み
に
冷
え
た
り
蜘

蛛
の
巣
に
霧
し
つ
と
り
と
露
光

る
な
り
　
　
　
本
山
祖
道

天
空
を
瞬
時
拡
げ
る
四
尺
玉
柳

花
の
先
が
地
表
で
消
え
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

工
事
場
の
大
型
ク
レ
ー
ン
天
を

突
く
恐
れ
を
知
ら
ぬ
あ
か
ね
群

れ
と
ぶ
　
　
　
　
笠
原
　
ト
ミ

心
地
よ
繁
楓
に
揺
ら
め
く
コ
ス

モ
ス
の
当
間
高
原
秋
陽
明
る
し

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

稲
刈
り
の
終
れ
ば
棚
田
一
雨
の

水
を
溜
め
込
み
整
地
さ
れ
お
り

　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

蒲
生
句
会

神
殿
に
蜘
蛛
も
宿
借
る
神
の
留

守
　
　
　
　
　
　
　
月
　
目

　
い
艶
出
で
し
横
槌
か
ざ
し
藁
を
打

つ
　
　
　
　
　
　
　
鐡
堂

　
　
　
　
あ
さ

熟
れ
柿
を
漁
る
む
さ
さ
び
影
よ

ぎ
る
　
　
　
　
耕
く
駄

自
転
車
の
子
等
の
背
中
に
草
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

秋
刀
魚
焼
く
匂
い
ほ
の
か
に
鍬

洗
う
　
　
　
　
　
　
山
路

ま
だ
奥
に
人
住
む
村
や
葛
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら

真
っ
先
に
鶏
頭
朝
の
日
を
捉
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山

蓮
枯
れ
て
大
き
く
な
り
し
緋
鯉

か
な
　
　
　
　
〉
　
朴
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
が
ま
ず
み

没
り
陽
ま
っ
す
ぐ
黄
速
の
実
に

飛
び
火
せ
り
　
　
　
龍
峰

し
ぶ
み
俳
句
会

今
日
も
待
つ
誰
か
の
便
り
葉
鶏

頭
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

露
け
し
と
思
ふ
草
々
坊
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

曼
珠
沙
華
今
を
盛
り
と
碑
を
飾

る
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

寄
合
い
の
取
止
め
と
な
る
秋
出

水
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

大
伽
藍
た
わ
わ
に
実
る
大
銀
杏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

丹
精
の
新
米
神
に
供
へ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

採
れ
た
て
の
大
舞
茸
を
裂
き
く

れ
し
　
　
　
　
　
　
枯
水

い
っ
ぷ
く
の
畦
も
い
つ
し
か
草

紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
公
鳴

風
の
吹
く
ま
》
に
案
山
子
は
鳥

を
追
ふ
　
　
　
　
　
静
　
風

夕
闇
に
木
の
実
降
る
音
雨
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

署
．
◆
・
一
…
．
◆
‘
昌
一
一
．
◆
△
昌
冒
．
◆
三
…
．
◆
・
二
一
冒
・
◆
・
一
一
一
一
マ
◆
二
一
一
一
7
◆
・
一
一
一
マ
◆
‘
昌
一
マ
◆
・
孟
一
マ
◆
・
一
一
一
一
一
一
◆
・
一
一
一
一
冒
・
◆
‘
邑
マ
◆

　
こ
の
一
冊
に
、
芥
川
賞
候

補
と
な
っ
た
「
彼
女
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
宣
言
」
、
「
六
フ
ィ
ー

ト
下
か
ら
」
の
二
作
と
「
ビ

リ
ー
砦
の
決
戦
」
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
．

著
者
一
法
月
ゆ
り
さ
ん

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
一
松
代
出
身
）

新
刊
図
書
の
紹
介

「
彼
女
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
宣
言
」

人ロの動き
男　　2，078人　　（＋1人）

女2，194人（一1人）
計4，272人（±0人）
世帯数　1，481世帯（一4世帯）

出生　2人　　死亡　2人
転入　13人　　転出　13人

　　　（14年10月末日現在）

日
圏
⇔
團
回

　
　
（
1
0
月
1
日
～
1
0
月
31
日
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

永
井
和
司
・
永
井
琴
美
さ
ん

　
　
　
（
室
野
・
な
か
よ
し
や
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

　
　
ふ
う
か

若
月
楓
華
瀦
・
賢
次
・
智
恵
子
さ
ん

　
　
　
（
孟
地
・
ほ
ん
じ
ょ
う
）

　
　
と
も
よ

山
賀
友
代
漣
・
健
一
郎
久
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
久
吉
さ
ん
　
雛
歳

　
　
　
（
管
刈
・
か
じ
や
し
き
）

鈴
木
　
イ
ツ
さ
ん
　
　
　
訂
歳

　
　
　
　
（
松
代
・
な
か
じ
ま
〉
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町の行事予定（11・12月）

111休）

22（金）

八王子市いちょうまつり（農林課）（24日まで）

小雪

心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～

臨
郡囲碁大会

勤労感謝の日

森の観察会

…難…纏
東頸城郡6人制バレーボール選手権大会総合体育館

25（月）

26（火）

27（水） すくすく教室松代保育園9二〇〇～

28休） 幼児歯科健診総合体育館12二30～

29（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9＝00～

30繍

2（月）

3（火） 幼児歯科健診総合体育館12二30～

4（水）

5（木）

6（金） 麻しん予防接種総合センター13二30～
心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～

難灘
スケート教室柏崎アクアパーク12二〇〇～

大雪

9（月）

10（火）

11（水） アルコール相談会在宅介護センター13二30～

12（木）

13（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9：00～

撫㈱
‡寝韓照ii…萎萎lii鑛ii

饗灘i…iiii…i…

16（月）

17（火） すくすく教室松代保育園9100～

18（水）

19休） 定例町議会（20日まで）

20（金） 心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～

お知らせ
ご存iですか’覗童扶養手当・特別児童扶養手当一

　児童扶養手当は、母子家庭の生活の安定と自立を促すためのも

ので、父母が離婚した児童や父親が死亡し公的年金給付や遺族補

償などを受けていない児童を養育している人に給付されます。

（この場合の児童とは18歳になる年の年度末までの子です．ただ

し、児童に障害があるときは20歳まで給付されます）

◆手当額　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8月改定）

手当の月額（児童1人の場合）

全部支給 42，370円

一部支給 （所得に応じて）　10，000円～42，360円

※児童が2人の場合は上記の手当額に月額5，000円を、3人以降

　の場合は1人につき月額3，000円を加算

詳しくは、町住民課児童福祉係へお問い合わせください．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　7－2220）

骨髄バンク鑓ご協力ぐださい
　白血病などの血液疾患による病気で、毎年約6千人の人が発症

しています．骨髄移植はこれらの疾患に有効な治療法です．

　移植をするには、患者と骨髄提供者（ドナー）の白血球の型が

一致しなければなりませんが、この確率は大変低いため多くのド

ナーを募る必要があります．

　患者に生きる希望を与えるのは、あなたのやさしさと勇気です．

骨髄とは………骨の中のゼリー状の液体で、脊髄ではありま

　　　　　　せん。

骨髄移植とは…骨髄液を点滴で入れることです。

ドナーは………20歳～50歳までの健康な人がドナーとなるこ

　　　　　　とができます。

ドナー登録は…腕からの10ccの採血ですみ、所要時間は30分

　　　　　　くらいです。あなたの白血球の型は骨髄バン

　　　　　　クに登録されます。

お問い合わせは㈲骨髄移植推進財団（TEL　O120－445－445）

又は、お近くの健康福祉環境事務所（保健所）まで

ご樫効愚瞬塾9礫欝轡聲会
　交通事故、詐欺などの被害にあって警察や検察庁に訴えたのに、

その事件を裁判にかけてくれない（これを不起訴処分といいます。）

のは、どうも納得できない。こんな不満をお持ちの方は高田検察

審査会にご相談ください．

　申し立てには費用は一切かかりません。また、秘密は堅く守ら

れます。

高田検察審査会事務局（TEL　O255－24－5160）

上越市大手町1－26（新潟地方裁判所高田支部内）
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今
月
号
の
「
お
じ
や
ま
し
ま
す
」
は
、
役
場
に
職
場
体
験
に

訪
れ
て
く
れ
た
松
代
中
学
校
一
年
生
の
生
徒
さ
ん
に
受
持
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
取
材
か
ら
記
事
の
作
成
ま
で
初
挑
戦
。

　
さ
て
、
ど
ん
な
具
合
に
。

　
私
た
ち
は
、
職
場
体
験
学
習

と
し
て
松
代
町
役
場
を
訪
れ
、

役
場
の
仕
事
と
機
能
や
役
割
を

学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
務

体
験
と
し
て
、
毎
月
家
庭
に
届

く
「
広
報
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

取
材
し
た
の
は
、
同
じ
職
場
体

験
で
十
日
町
地
域
消
防
署
松
代

分
遣
所
に
訪
れ
た
松
代
中
学
校

の
生
徒
た
ち
で
す
。

松
代
中
学
校
の
生
徒

松
代
分
遣
所
の
仕
事
を
体
験

　
昼
夜
を
問
わ
ず
住
民
の
命
と

財
産
を
ま
も
る
十
日
町
地
域
消

防
署
松
代
分
遣
所
．
そ
の
職
場

を
松
代
中
学
校
の
生
徒
が
職
場

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
五
日
、
こ
の
日
松

代
分
遣
所
で
職
場
体
験
学
習
を

し
た
の
は
、
一
年
生
の
生
徒
四

名
で
す
．

　
今
回
の
体
験
は
、
主
に
救
護
・

救
助
や
放
水
と
い
っ
た
本
番
さ

藝
騰
鯉

な
が
ら
の
訓
練
で
す
．
取
材
に

う
か
が
っ
た
と
き
は
、
発
煙
筒

を
焚
い
た
部
屋
に
1
0
㎏
近
い
酸
素

ボ
ン
ベ
や
マ
ス
ク
を
付
け
て
入

る
体
験
を
し
て
い
ま
し
た
．
煙

の
焚
い
た
所
に
入
る
前
は
、
「
怖

い
な
あ
」
と
緊
張
し
た
様
子
で

し
た
。
が
、
出
て
く
る
と
「
思
っ

た
よ
り
も
怖
く
は
な
か
っ
た
。

あ
せ
ら
な
い
で
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
．
で
す
が
中
に
は
、

涙
目
に
な
っ
て
い
る
人
も
い
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
所
長
の
村
山
武
夫

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

村
山
所
長
は
、
職
場
体
験
に
つ

い
て
「
（
職
場
体
験
を
す
る
こ
と

は
）
大
変
よ
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
い

ろ
い
ろ
な
職
場
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
」
と
お
っ

し
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
徒
の
一
人
は
、
「
最
初
は
お

も
し
ろ
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
体
験
を
し
て
い
る
う
ち

に
怖
さ
も
出
て
き
ま
し
た
．
分

遣
所
の
人
は
い
つ
出
て
も
い
い

よ
う
に
日
頃
の
訓
練
や
心
構
え

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
と
て
も

す
ご
い
な
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。　
こ
の
絶
え
間
な
い
日
頃
の
訓

練
が
、
私
た
ち
の
安
心
を
守
っ

て
く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
回
分
遣
所
で
体
験
学

習
を
し
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、

取
材
に
う
か
が
っ
た
私
た
ち
に

も
緊
張
感
が
伝
わ
り
、
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
w
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑑
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

一

編
集
を
終
え
て

　
今
回
「
広
報
ま
つ
だ
い
」
の

最
後
の
ぺ
ー
ジ
を
作
ら
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
．

　
最
初
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
か
、
そ
れ
が
で
き
る
か
、
と

て
も
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
や
っ
て
み
て
取
材
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
．
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
写
真
を
撮
る
の

は
、
け
っ
こ
う
簡
単
で
し
た
。

で
も
、
文
章
を
作
る
の
は
取
材

と
は
違
っ
て
大
変
で
し
た
。
「
広

報
ま
つ
だ
い
」
の
一
ぺ
ー
ジ
を

作
る
の
は
大
変
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
職
場
体
験

学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め

て
、
発
表
会
・
学
習
会
の
機
会

に
み
ん
な
で
話
し
合
い
た
い
と

．
鍵

　　　　　灘　　　　　義　　　　灘　　轡

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
体

験
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

活
か
し
、
自
分
に
あ
っ
た
職
業

を
考
え
な
が
ら
進
路
を
定
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．

松
代
中
学
校
一
年
　
若
井
　
純

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
木
千
里

　
　
　
　
　
　
　
　
小
堺
雄
太
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　　　　灘翻壌慧

　「もしも……」に役立つ

応急手当講習会のご案内

日時＝11月24日（日）

　　　午前9時から12時まで
場所1松代町総合体育館
申込み＝松代分遣所（7－2310）
　へ電話で申し込みください。

＊実技を行いますので、動きや
すい服装で参加してください。

｛一　…　　　、
、”1　　　　）　■

いち早い初雪の襲来に、木々の落葉も追い

つかず、カラフルな紅葉から一変してモノ

クロの世界に。「季節を感じる」。ことに冬

は、少なからず「雪」を嫌悪するイメージか

らか、この時期の冬の風の匂いに敏感にな

るのは、㊥のみならず大方の人もうなずけ

るのでは。雪降り前、多くの事業も工期限

をむかえます。次号では今年の事業の中の

一つ、古道（松之山街道）を取りあげたいと

思います。でも、この雪が融けないと！⑱


